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研究開発の概要

• 目的

同一場所および遠隔地にいる複数の人が、
3D物体を含む作業空間を共有して、直感的
かつ効率的な協調作業を行えるようにする．

• 研究開発項目

非接触・非拘束・小型3Dセンサ

フィジカル3D
インタラクション
実世界にある
フィジカルな物体を
インタフェースに利用

サイバー3D
インタラクション

バーチャルな世界にある
物体をサイバースペースで
共有して協調作業を行う



非接触・非拘束・小型3Dセンサ

• 原理: LC共振型磁気式

• 特徴
– 小型軽量マーカ

• ワイヤレス駆動

• バッテリーレス

• 重さ0.7～1.1g
• 直径3.5～4mm
• 長さ15mm

– オクルージョン無し

– 12個までのマーカを区別

– 精度: 1mm程度

– 更新速度: 約50Hz

研究開発内容及び成果



非接触・非拘束・小型3Dセンサ
研究開発内容及び成果

昆虫の行動計測
粘土の3D形状の

実時間計測・可視化
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